
５
月
30
日
に
名
古
屋
地
域
労
働
組
合

総
連
合
（
名
労
連
）
が
８
年
の
年
月

を
か
け
て
結
成
大
会
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
名
労
連
の
大
会
に
は
64
名
の

参
加
で
、
愛
労
連
か
ら
西
尾
議
長
が

激
励
の
挨
拶
を
し
、
全
労
連
か
ら
は

竹
下
事
務
局
次
長
が
記
念
講
演
と
し

て
「
今
日
に
お
け
る
地
域
運
動
の
意

義
と
地
域
組
織
に
役
割
」
の
話
が
さ

れ
、
全
労
連
と
し
て
期
待
さ
れ
る
地

域
組
織
の
誕
生
を
祝
う
内
容
の
講
演

で
し
た
。

最
後
に
は
新
役
員
で
初
代
議
長
と

な
る
笹
原
氏
（
自
治
労
連
名
ブ
ロ
）

か
ら
、
挨
拶
。
結
成
ま
で
の
道
の
り

は
本
当
に
長
く
、
私
自
身
も
協
議
会
・

地
域
・
労
働
組
合
、
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
真
剣
な
議
論
を
し
て
き
た
こ

と
を
今
で
も
本
当
に
覚
え
て
い
る
。

名
労
連
結
成
に
尽
力
し
て
頂
い
た
方
々

に
感
謝
す
る
と
共
に
名
労
連
の
活
動

を
地
域
、
そ
し
て
名
古
屋
全
体
の
両

方
を
見
渡
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
労
働
者
、
そ
し
て
ひ
と
り
ひ
と

り
の
市
民
の
生
活
に
目
を
届
か
せ
な

が
ら
新
し
い
組
織
作
り
を
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
く
、
と
力
強
い
決
意
表

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
執
行
部
）

５
月
27
日
、
争
議
支
援
総
行
動

（
主
催
：
全
労
連
、
東
京
地
評
）
が

終
日
行
わ
れ
、
愛
知
か
ら
は
日
本
ア

ク
リ
ル
支
部
争
議
団
が
参
加
し
て
い

き
ま
し
た
。

15
の
争
議
団
が
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
都
内
中
心
に
社
前
行
動
・
宣
伝
・

要
請
な
ど
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。
全

国
一
般
か
ら
は
５
つ
の
争
議
団
が
参

加
し
、
社
前
行
動
な
ど
を
展
開
。
不

当
解
雇
、
労
働
条
件
切
り
下
げ
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
対
し
て
裁
判
や

労
働
委
員
会
闘
争
に
取
り
組
む
各
争

議
団
は
、
朝
か
ら
宣
伝
行
動
や
要
請

行
動
を
精
力
的
に
行
い
、
会
社
に
誠

実
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
ア
ク
リ
ル
で
は
要
請
団
の
受

入
を
拒
否
。
争
議
解
決
の
姿
勢
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
ア
ク

リ
ル
争
議
支
援
共
闘
会
議
で
は
、
次

回
中
労
委
（
７
月
10
日
金
）
に
向
け

て
署
名
活
動
、
更
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ
の

申
立
等
も
念
頭
に
闘
い
を
強
化
し
て

い
く
決
意
で
い
ま
す
。
裏
面
に
は
５

月
25
日
に
出
さ
れ
た
Ｎ
Ｃ
Ｐ
の
最
終

声
明
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（

執
行
部
）
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全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

６
月
13
日（
土
）愛
労
連
評
議
委
員
会

７
月
５
日（
日
）愛
知
共
済
会
総
会

７
月
10
日（
金
）日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
争

議
・
中
労
委
第
２
回
調
査
日

７
月
17
日（
金
）地
本
執
行
委
員
会
⑨

７
月
19
日（
日
）愛
労
連
第
74
回
大
会

８
月
24
日（
月
）地
本
第
２
回
評
議
委
員

会８
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）全
国
一
般
中

央
定
期
大
会

名
労
連
の
結
成
！

第54回
地本定期大会
９月２６日（土）

10:00～15:00
労働会館第４・５会議室

★お弁当を用意してます★

争
議
支
援
総
行
動
に
参
加



５
月
25
日
、

日
本
Ｎ
Ｃ
Ｐ

(
OE

CD

多
国

籍
企
業
行
動

指
針
に
係
る

日
本
連
絡
窓

口
）
は
、
３

労
組
（
愛
知

地
本
日
本
ア

ク
リ
ル
支
部
、

愛
知
地
本
、

全
国
一
般
中

央
）
が
日
本

ア
ク
リ
ル
化

学
及
び
そ
の

親
会
社
（
ダ

ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ

カ
ル
）
に
対
し
、O

EC
D

の
「
責
任
あ

る
企
業
行
動
に
関
す
る
多
国
籍
企
業

行
動
指
針
」
に
違
反
す
る
と
し
て
申

し
立
て
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
、
最

終
声
明
を
公
表
し
ま
し
た
。

最
終
声
明
で
は
、
労
組
が
提
起
し

た
問
題
が
「
現
に
起
き
て
い
る
問
題
」

で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、

日
本
ア
ク
リ
ル
化
学
の
工
場
閉
鎖
や

従
業
員
解
雇
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

親
会
社
と
の
間
に
一
定
の
関
連
性
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
対
話
に
よ
る
解
決
を
試
み

る
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
「
更
な
る

検
討
に
値
す
る
案
件
」
と
判
断
し
、

労
使
双
方
に
調
停
手
続
へ
の
参
加
を

提
案
し
ま
し
た
。

労
組
側
は
調
停
へ
の
参
加
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
会
社
側
が
こ
れ
を
拒

否
し
た
た
め
、
調
停
手
続
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
終
声
明
の
結

論
部
分
で
は
、
「
（
労
使
の
）
合
意

が
存
在
し
な
い
と
判
断
し
、
日
本
Ｎ

Ｃ
Ｐ
は
、
残
念
で
は
あ
る
が
、
本
個

別
事
例
に
係
る
手
続
を
終
了
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
会
社
側
に

対
し
、
「
雇
用
や
労
働
者
の
生
活
へ

の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
」
、
「
引

き
続
きO

E
CD

多
国
籍
企
業
行
動
指
針

を
遵
守
し
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
（
人
権
・
労
働
等
へ
の
影
響
を

事
前
に
把
握
し
、
対
処
す
る
取
組
）

を
実
施
す
る
こ
と
」
な
ど
を
勧
告
し

ま
し
た
。

今
回
の
最
終
声
明
は
、
「
会
社
が

OE
CD

指
針
に
違
反
し
た
」
と
認
定
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

労
組
側
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
「
更

な
る
検
討
に
値
す
る
案
件
」
と
判
断

し
、
会
社
側
が
調
停
手
続
へ
の
参
加

を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
り
、
や
む
な

く
手
続
を
終
了
し
た
こ
と
を
明
記
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
側
に
対
し

てOECD

指
針
の
遵
守
と
デ
ュ
ー
・
デ
ィ

リ
ジ
ェ
ン
ス
の
実
施
を
勧
告
し
て
お

り
、
労
組
側
に
と
っ
て
大
き
な
意
義

を
持
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
ア
ク
リ
ル
争
議
は
、
こ
れ
ま

で
の
た
た
か
い
の
成
果
と
今
回
の
日

本
Ｎ
Ｃ
Ｐ
最
終
声
明
も
力
に
し
な
が

ら
、
現
在
係
争
中
の
中
央
労
働
委
員

会
で
の
た
た
か
い
、
さ
ら
に
今
後
予

定
し
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
結
社
の
自
由
委

員
会
へ
の
申
立
て
な
ど
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
解
決
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｐ
と
は
】

OE
C
D

の
「
責
任
あ
る
企
業
行
動
に
関

す
る
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
」
に
基

づ
き
、
日
本
政
府
が
設
置
し
た
機
関

で
す
（
Ｎ
Ｃ
Ｐ
はO

E
CD

加
盟
国
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
）
。
多
国
籍

企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
や
労
働
問
題
、

環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
労
働
組

合
や
市
民
団
体
か
ら
の
申
立
て
を
受

け
付
け
、
当
事
者
間
の
対
話
に
よ
る

解
決
を
支
援
し
ま
す
。
裁
判
所
の
よ

う
に
違
法
性
を
判
断
し
た
り
、
罰
則

を
科
し
た
り
す
る
権
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
問
題
を
国
際
基
準
に
照
ら
し

て
検
討
し
、
最
終
声
明
や
勧
告
を
公

表
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
責
任
あ
る

行
動
を
促
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
中
央
本
部
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
引
用
）

５
月
23
日
に
、
「
名

古
屋
法
律
事
務
所
友
の

会
」
総
会
の
記
念
講
演

が
標
題
の
テ
ー
マ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

国
会
で
は
、
今
年
の
衆

議
院
議
員
選
挙
な
ど
で

他
の
候
補
を
中
傷
す
る

動
画
配
信
に
高
市
首
相

の
陣
営
が
関
与
し
て
い

る
の
で
は
、
と
い
う
野

党
の
追
及
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
極
め
て
時

宜
に
か
な
っ
た
テ
ー
マ

で
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、

首
肯
す
る
部
分
が
多
々

あ
り
、
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
時
に
膨
大
な
量
の
高
市
礼
賛
の

シ
ョ
ー
ト
動
画
が
流
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
文
字
情
報
か
ら
動
画
情
報
へ

移
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
政
策

抜
き
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
自
己
啓
発

的
内
容
ば
か
り
で
あ
る
、
と
適
確
に

分
析
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在

は
左
右
対
立
が
後
退
し
、
新
旧
対
立
・

（
貧
困
の
）
上
下
対
立
に
軸
が
移
っ

て
い
る
と
分
析
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
拡
散
は
、

歪
ん
だ
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
講
演
を

聴
い
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
あ
つ
た
支
部
Ｕ
）
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日本ＮＣＰが最終声明発表
＝労組の提起は更なる検討に値する＝

日本アクリル争議

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
変
え
る
民
主
主
義
の
か
た
ち


